
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
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★当ファンドの仕組みは次の通りです。

商 品 分 類 追加型投信／海外／債券

信 託 期 間 約 5年 1カ月間（2016年 9 月13日～2021年10月 8 日）

運 用 方 針 安定した収益の確保と信託財産の着実な成長をめざ
して運用を行ないます。

主 要 投 資
対 象 米国国債

運 用 方 法

①主として、米国国債に投資し、残存期間の異なる
国債の利息収入を確保するとともに、市場環境に応
じてヘッジ取引（債券先物取引の売建ておよび米ド
ル売り／円買いの為替予約取引）を行ない、安定し
た収益の確保と信託財産の着実な成長をめざして運
用を行ないます。
②米国国債への投資にあたっては、残存期間が 7年
程度から10年程度までの米国国債を、残存期間ごと
の国債の投資金額がほぼ同程度となるように組み入
れることをめざします。
③運用効率化のため、債券先物取引の買建てを利用
することがあります。このため、米国国債の組入総
額および債券先物取引の買建玉の時価総額の合計額
が、信託財産の純資産総額を超えることがありま
す。
④外貨建資産の組入比率は、通常の状態で高位に維
持することを基本とします。
⑤ヘッジ取引においては、市場環境に応じてヘッジ
比率を変更することで、債券価格変動リスクおよび
為替変動リスクの抑制をねらいます。
⑥大和証券株式会社からヘッジ取引にかかる助言を
受けます。

株 式 組 入
制 限 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、原則として、継続
した分配を行なうことをめざします。ただし、分配
対象額が少額の場合には、分配を行なわないことが
あります。
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ダイワ米国債ＲＣ運用
ファンド・リスク抑制型
（ダイワＳＭＡ専用）

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「ダイワ米国債ＲＣ運用ファンド・

リスク抑制型（ダイワＳＭＡ専用）」は、こ
のたび、第 1期の決算を行ないました。
ここに、期中の運用状況をご報告申し上げ
ます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。



ダイワ米国債ＲＣ運用ファンド・リスク抑制型（ダイワＳＭＡ専用）

決　　算　　期
基　　準　　価　　額

公 社 債
組 入 比 率

債 券 先 物
比 率

純 資 産
総 　 額（ 分 配 落 ） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 % % % 百万円
1 期末（2017年 4 月10日） 9, 685 70 △ 2. 5 99. 3 △ 50. 1 1, 165 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。
（注 3）債券先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 4）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

設定以来の運用実績
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■基準価額・騰落率
設定時：10, 000円　  
期　末： 9, 685円（分配金70円）
騰落率：△2. 5%（分配金込み）  

■基準価額の主な変動要因
残存期間の異なる米国国債に投資するとともに、市場環境に応じてヘッジ取引を行ないました。
なお、ヘッジ取引の判断にあたっては、大和証券株式会社からの助言を受けております。
期中においては、円安米ドル高の進行がプラスに寄与しましたが、債券価格が大幅に下落したこ
とがマイナス要因となり、基準価額は下落しました。くわしくは「投資環境について」をご参照く
ださい。

運用経過

基準価額等の推移について 
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（注）期末の基準価額は分配金込みです。
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ダイワ米国債ＲＣ運用ファンド・リスク抑制型（ダイワＳＭＡ専用）

年　　月　　日
基　　準　　価　　額 公 社 債

組 入 比 率
債 券 先 物
比 率騰 落 率

円 % % %
（設 定）2016年 9 月13日 10, 000 ─ ─ ─ 

9 月末　 10, 094 0. 9 97. 5 △ 23. 7 
10月末　 10, 086 0. 9 97. 8 ─ 
11月末　 9, 890 △ 1. 1 96. 1 △ 47. 3 
12月末　 9, 830 △ 1. 7 97. 0 △ 45. 1 

2017年 1 月末　 9, 733 △ 2. 7 98. 0 △ 47. 1 
2 月末　 9, 777 △ 2. 2 97. 8 △ 22. 6 
3 月末　 9, 758 △ 2. 4 99. 8 △ 48. 7 

（期 末）2017年 4 月10日 9, 755 △ 2. 5 99. 3 △ 50. 1 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は設定比。
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■米国国債市況
米国金利は上昇（債券価格は下落）しました。
米国国債市況は、期の初めは緩やかな金利上昇が続きましたが、2016年11月にトランプ氏が大統
領に当選すると、財政支出の拡大や減税に対する期待感からインフレ期待が強まり、金利は急騰し
ました。その後も12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）まで利回りの上昇は続きましたが、
年が明けると、トランプ氏より保護主義的な発言や移民などにかかる過激なコメントが相次ぎ、ト
ランプ政権に対する期待感が剝落する中、相場はレンジ推移が続きました。2017年 3 月後半以降
は、国際政治や世界経済に対する不透明感の高まりから金利は低下基調となりました。また、地政
学リスクの高まりも金利低下を強めました。

■為替相場
米ドルは対円で上昇（円安）しました。
米ドル円相場は、設定時よりしばらく横ばい推移が続きましたが、2016年11月にトランプ氏が大
統領に当選すると、日米金利差の拡大に伴い大幅な円安米ドル高が進行しました。その後も12月の
ＦＯＭＣまで円安米ドル高の動きは続きましたが、年が明けると、トランプ氏の保護主義的な発言
や米ドル高けん制発言を背景に、米ドル円は円高米ドル安基調へと転じました。米国金利の頭打ち
も円高要因となりました。2017年 3 月後半以降は、トランプ政権への失望感から米国株が下落し、
円高米ドル安が加速しました。その後も地政学リスクの高まりなどから市場のリスク回避度が強ま
り、円高米ドル安圧力の強い展開が続きました。

投資環境について （2016. 9. 13 ～ 2017. 4. 10）

残存 7年から10年までの残存期間ごとの米国国債の組入比率がほぼ均等となるようなポートフォ
リオを構築し、残存期間の分散を図りました。また、米国国債市場のボラティリティに応じて市場
のリスク度を判断し、適宜ヘッジ取引を行ないました。
2016年11月中旬までは債券市場のボラティリティがおおむね通常の範囲で推移したため、ヘッジ
比率は「低位」から「中位」で推移させました。その後は、債券市場のボラティリティが上昇した
ため、ヘッジ比率は「中位」から「高位」で推移させました。なお、ヘッジ取引の判断にあたって
は、大和証券株式会社からの助言を受けております。

ポートフォリオについて （2016. 9. 13 ～ 2017. 4. 10）
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

当期の 1万口当り分配金（税込み）は70円といたしました。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2016年 9 月13日
～2017年 4 月10日

当期分配金（税込み） （円） 70 
対基準価額比率 （％） 0. 72 
当期の収益 （円） 70 
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 13 
（注 1）  「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 当期

（ａ）経費控除後の配当等収益 81. 46円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00　
（ｃ）収益調整金 2. 50　
（ｄ）分配準備積立金  0. 00　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 83. 96　
（ｆ）分配金 70. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 13. 96　
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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引き続き、残存 7年から10年までの残存期間ごとの米国国債の組入比率がほぼ均等となるような
ポートフォリオを維持します。また、米国国債市場のボラティリティをもとに市場環境のリスク度を
分析し、適宜ヘッジ比率を変更することで、債券価格変動リスクおよび為替変動リスクの抑制を図
り、安定した収益の確保をめざします。なお、ヘッジ取引の判断にあたっては、引き続き大和証券株
式会社からの助言を受けて行ないます。

今後の運用方針
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2016. 9. 13～2017. 4. 10） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  28円 0. 279％
信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は9, 862円です。

（投信会社）  （20）  （0. 199） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価
額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （6）  （0. 062） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （2）  （0. 019） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  1   0. 010  
売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先　　  物）  （1）  （0. 010） 

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  3   0. 035  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（保管費用）  （3）  （0. 029） 
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （0）  （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 002） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  32   0. 324  

（注 1） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法によ
り算出した結果です。

（注 2）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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ダイワ米国債ＲＣ運用ファンド・リスク抑制型（ダイワＳＭＡ専用）

買 付 額 売 付 額
外

　国
アメリカ

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル
国債証券 14, 021 3, 116 

（ ─）
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
（1）公 社 債

（2016年 9 月13日から2017年 4 月10日まで）

種　類　別 買　　建 売　　建
新規買付額 決済額 新規売付額 決済額

外
国

百万円 百万円 百万円 百万円

債券先物取引 ─ ─ 2, 606 2, 014 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。

（2）先物取引の種類別取引状況
（2016年 9 月13日から2017年 4 月10日まで）

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2016年 9 月13日から2017年 4 月10日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2% 2026/11/15 113, 384 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 75% 2024/2/15 107, 289 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2% 2025/8/15 112, 701 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 75% 2023/11/15 103, 737 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1. 5% 2026/8/15 108, 490 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2% 2025/8/15 19, 871 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 25% 2025/11/15 107, 335 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 25% 2025/11/15 15, 066 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2% 2025/2/15 104, 156 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2% 2026/11/15 14, 660 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1. 625% 2026/2/15 103, 710 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 1. 5% 2026/8/15 14, 337 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 375% 2024/8/15 103, 685 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2% 2025/2/15 11, 565 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 5% 2024/5/15 102, 898 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 375% 2024/8/15 11, 474 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 125% 2025/5/15 102, 850 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 5% 2024/5/15 11, 252 
United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 25% 2024/11/15 102, 730 United States Treasury Note/Bond（アメリカ） 2. 25% 2024/11/15 10, 800 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 % % % % %

アメリカ 10, 632 10, 384 1, 157, 165 99. 3 ─ 99. 3 ─ ─ 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■利害関係人との取引状況

　当期中における利害関係人との取引はありません。
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ダイワ米国債ＲＣ運用ファンド・リスク抑制型（ダイワＳＭＡ専用）

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 2, 342, 374, 068円

コール・ローン等 5, 010, 133  
公社債（評価額） 1, 157, 165, 512  
未収入金 1, 161, 270, 336  
未収利息 6, 421, 456  
前払費用 342, 641  
差入委託証拠金 12, 163, 990  

（Ｂ）負債 1, 176, 588, 334  
未払金 1, 164, 910, 140  
未払収益分配金 8, 426, 110  
未払信託報酬 3, 198, 859  
その他未払費用 53, 225  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 165, 785, 734  
元本 1, 203, 730, 092  
次期繰越損益金 △  37, 944, 358  

（Ｄ）受益権総口数 1, 203, 730, 092口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 9, 685円

＊ 設定時における元本額は1, 000, 000, 000円、当期中における追加設定元本額は
203, 730, 092円、同解約元本額は 0円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は9, 685円です。
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は37, 944, 358円です。

2017年 4 月10日現在

■投資信託財産の構成
2017年 4 月10日現在

項　　　　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
公社債 1, 157, 165 96. 9 
コール・ローン等、その他 36, 412 3. 1 
投資信託財産総額 1, 193, 577 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 4月10日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
111. 43円です。  

（注 3） 当期末における外貨建純資産（1, 175, 511千円）の投資信託財産総額
（1, 193, 577千円）に対する比率は、98. 5%です。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
% 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 5000 844 860 95, 890 2024/05/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 3750 857 865 96, 450 2024/08/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 2500 862 861 95, 976 2024/11/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 0000 885 867 96, 611 2025/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 1250 873 861 96, 008 2025/05/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 0000 888 866 96, 537 2025/08/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 2500 866 860 95, 849 2025/11/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 1. 6250 921 867 96, 693 2026/02/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 1. 6250 921 865 96, 476 2026/05/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 1. 5000 942 873 97, 340 2026/08/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 0000 895 866 96, 542 2026/11/15 
United States Treasury Note/Bond 国債証券 2. 2500 878 868 96, 787 2027/02/15 

合　　計
銘柄数 12銘柄 
金　額 10, 632 10, 384 1, 157, 165 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（3）先物取引の銘柄別期末残高（評価額）

銘　柄　別 当   期   末
買　建　額 売　建　額

外

国

百万円 百万円 

T-NOTE（10YR）（アメリカ） ─ 584 

（注１） 外貨建の評価額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに
投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したも
のです。

（注２）単位未満は切捨て。 

9



ダイワ米国債ＲＣ運用ファンド・リスク抑制型（ダイワＳＭＡ専用）

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益 9, 805, 612円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 301, 369　
（ｄ）分配準備積立金  0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 10, 106, 981　
（ｆ）分配金 8, 426, 110　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 680, 871　
（ｈ）受益権総口数 1, 203, 730, 092口

■損益の状況
当期　自2016年 9月13日　至2017年 4月10日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 13, 407, 028円

受取利息 13, 410, 599  
支払利息 △  3, 571  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  53, 148, 979  
売買益 177, 679, 803  
売買損 △  230, 828, 782  

（Ｃ）先物取引等損益 13, 322, 016  
取引益 17, 982, 386  
取引損 △  4, 660, 370  

（Ｄ）信託報酬等 △  3, 601, 416  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） △  30, 021, 351  
（Ｆ）追加信託差損益金 503, 103  
（配当等相当額） （ 301, 369） 
（売買損益相当額） （ 201, 734） 

（Ｇ）合計（Ｅ＋Ｆ） △  29, 518, 248  
（Ｈ）収益分配金 △  8, 426, 110  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  37, 944, 358  
追加信託差損益金 503, 103  
（配当等相当額） （ 301, 369） 
（売買損益相当額） （ 201, 734） 
分配準備積立金 1, 379, 502  
繰越損益金 △  39, 826, 963  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照
ください。
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収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ
1 万 口 当 り 分 配 金 70円

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・ 普通分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択
することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

11


	◆当ファンドの仕組み
	◆設定以来の運用実績
	◆運用経過
	基準価額等の推移について
	投資環境について
	ポートフォリオについて
	ベンチマークとの差異について
	分配金について

	◆今後の運用方針
	◆1万口当りの費用の明細
	◆その他の計理データ
	◆収益分配金のお知らせ



